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 日本語能力試験 N１を合格していますが、私は、主にアニメやドラマを見て学び

を積み上げました。N１の復習をどのように始めるかは、実際には受験する皆さん

のこれまでのレベルによるもので、一般化して伝えることは難しいです。私の場合

は、 N２のテストを 2 回受験しました。1 回目は数点足らずに不合格で、2 回目は

合格ラインを通過しました。少し上の点数で合格ラインを通過することは、実際に

は非常に危険な信号です。合格していても N２を十分に学んでいないことは明らか

ですが、レベルがすでに非常に高いという錯覚を覚えます。しかし、冷静に考えて

みると、実は N２の 90 点と 180 点では大きな差があります。過去を振り返ると N

３、N４、N５がうまく学習できていなかった可能性があります。多くの学生がこの

経験を持っていると思いますが、Ｎ１やＮ２受験を前に自分の知識に抜け穴がたく

さんあると、後で改善するのが非常に難しくなります。 

  私にとっては、試験前に語彙を十分に勉強していなかったので、この部分は非常

に低いです。言葉の蓄積もアニメやドラマを通じて、知らない単語を調べるのも勉

強になります。しかし、私のように学ぶことはお勧めしません。先に述べたよう

に、基本的な知識と語彙は依然として非常に重要だと思います。 

 聴解練習は比較的簡単で楽しいものです。日本のドラマ、アニメ、バラエティ番

組などを見て練習できます。課外演習の選択では、中国語と日本語のバイリンガル

字幕は言うまでもありません。文章が理解できず、原文が何なのか分からないとい

うのは、本当にもったいないことです。したがって、最初はリスニング能力に自信

がない学生には、自国語訳付きのアニメやテレビシリーズを選ぶとよいでしょう。

知識を広げ、後で読むための強固な基盤を築くことができます。 

 アニメ作品を選ぶ際は、日常的なもの、新しい言葉が多いもの、訛りのないも

の、喧嘩や殺しのないがおススメで、それが日本の文化を理解するのに役立ちま

す。でも、実際の私はというと、こういうアニメを避けていたわけではなく、時間

があれば好きなものは見ます。しかし、それは実際の学習には適していません。自

分の状況に合わせて選んでください。 

 最後に、私があなたに伝えたいのは、できない、または分からないからといっ

て、早々に諦めないことです。大きな壁にぶち当たることは誰にでもあります。だ

から、「負けない」という強い決意と燃えるような意志があれば、必ず壁を乗り越え

ることができます。 


